平成24年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　項：商工費　　目：商業振興費
	事業名:受変電設備改修工事負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　商工労働部　商業流通課　流通・サービス担当　電話番号：058-272-1111（内3142）

　  E-mail：c11359@pref.gifu.lg.jp 
	事業費


　要求額：42,777千円（前年度予算額：1,684千円）
　　※債務負担行為設定（H23～24：43,000千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　岐阜産業会館の「受変電設備（電気設備）」は、昭和４５年の開館以来の設備であり、老朽化が顕著となっている。

　設備の劣化度の判断基準となる数値も毎年上昇しており、安定した電力の供給に不安のある状態となっていることから、会館の必要な機能を維持するとともに、利用者の安全を確保するため、受変電設備の改修工事を実施する。

　なお、当施設は県・岐阜市の共有施設であり、工事の執行は岐阜市が行うため、県は費用の１／２を負担する。

	２　所要経費


　工　事　費　85,554千円

　　→　負担金（上記の１／２）　42,777千円

　　　　　　　（※H23.9債務負担行為　43,000千円）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　該当なし
	２　これまでの取組状況


　県の産業振興と文化の発展のために、昭和４５年８月、県と岐阜市が共同で開設した施設であり、大・中・小展示場、会議室を有し、これらを貸し出すことで展示会等に供している。また、貸事務所に１７団体が入居している。

施設改修は、現状維持を基本に行っているが、利用者の安全性確保の観点から、平成２０～２１年度に耐震補強工事を実施した。
	３　これまでの取組に対する評価


　施設設置者の責務として最低限必要な改修工事を実施し、会館の必要な機能を維持するとともに、利用者の安全を確保している。
　重機で直接搬入できる施設は県内では当施設以外にはないことから、継続的に展示会等も開催され、県内の産業振興の一翼を担っている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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